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令和４年 第８回（定例会） 

厚真町教育委員会会議録 

 

 

１ 開会 令和４年７月２９日（金）9時 30分 

 

 

２ 閉会 令和４年７月２９日（金）12時 00分    

 

 

３ 前回会議録の承認 

 

 

４ 出席委員の氏名 

遠藤 秀明  長門 茂明  池川 徹  日西 大介 

 

  

５ 委員及び傍聴人以外の会議出席者氏名 

生涯学習課長  奥村 与志照   

生涯学習課参事 中村 真吾 

 

 

６ 会議録署名委員の指名 

    （  長 門 茂 明  ） 

    （  池 川   徹  ） 

 

 

７ 教育長報告 

(1) 行事参加等の動向                      （資料１） 

【質疑なし】 

(2) 厚真町議会新庁舎周辺等整備調査検討特別委員会所管事務調査（７月４日及び７   

  月２８日）について                      （資料２） 

【質疑】 

 池川委員 ：最初の時に概ね５年という裁決があったが、今の様子はどうなのか。 

       スムーズにできるものは行っていくというようなことか。 

 教育長  ：５年というのには縛られたくないという考えがあると思う。色々な補

助・交付金の申請とそれに伴う計画などというのが一定の制限があっ

たりだとか、それから、時期がずれ込めばずれ込むほど他市町村も同

じように補助・交付金の申請に参加してくるということもあるが、住

民の皆さんへの説明、理解を求めるという時期は必要だと思う。議会

には委員会を重ねる度に町の思いなどは理解してもらえているよう

に思う。いずれにしても住民の皆さんが納得できるようなものが進め

ば、議会の皆さんも理解してもらえる雰囲気なのかなとは思う。 

 池川委員 ：図書機能について、お金をいくらかけるかという部分でまた問題にな 

       るのかもしれないが、ここ数年の間で教育者の方からも読書は大切だ 

       と読書をする機会を何とかしていかないと、という色々な話が出てい

る中でやはりそういう専門的な意見の人方からのアドバイスも重要

なものだということを説明しておいた方が安易に専門知識なく、そん
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なにお金がかかるのなら、という受けとめ方をされてしまったら困る

ので先に理由付けしておいた方がいいのではないかと思う。 

 教育長  ：昨日も最終的な質疑に対する答弁で答えたのだが、今厚真町の図書館

というものを通して子どもから大人までの文化を更に高めたいとい

う思いが一番強いので委員会としては倍の面積が必要だと、現状の場

所を増設したり複層化するにしてもこれについてはエレベーターが

ないなど色々なことがあるので、それであれば思い切った施設が必要

だと。それがこのタイミングとして補助金のタイミング、周辺全体の

計画とも一致したので教育委員会としては、新しいところに図書館を

建て充実させるものとして判断をさせていただいたという説明をし

た。それに対しての質問というのはなかった。図書館、図書機能プラ

ス図書館に来た方や他の文化施設に顔を出された方々がそこで一旦

足が止まるような、そこからまた別の活動だとか興味が深まるような

施設にしたいんだという事を伝えたので、それはご理解をいただけた

のかなと思っている。また庁舎周辺整備の全体からすると、まずは例

えば消防であったり、役場庁舎であったりして、文化交流施設などの

教育委員会に関わる施設が最後の方になるかと思っている。 

 

(3)厚真町議会総務文教常任委員会所管事務調査（７月１９日）について（資料３） 

  【質疑】 

 池川委員 ：子どもが借主とならず親が借主になるような制度があればいいと思わ

れる。家庭の事情で子どもが社会に出る前からリスクを背負わないよ

うな制度があればいいと思う。 

 教育長  ：１８歳が成人年齢という引き下げがあったことによって、本人としっ

かり協議の上で貸付等を進めていくことで保護者の方は保証人だっ

たりとかという形で参加する場合もあるので、そういうことも含めて

育英資金の手続きや給付金の関係について事務局は研究してほしい。 

 池川委員 ：親に貸し出せる育英資金と、本人に貸し出せる育英資金の二通りがあ

っても良いと思う。最近特に新聞でも「返済が負担になっている」と

いう記事をよく目にする。社会人の最初からリスクを背負っているの

はかわいそうである。 

 中村参事 ：親に貸し出す育英資金というのもいい制度かと感じた。国の給付型制

度、町の給付型奨学金、そして財源も考慮して今後の制度内容を研究

していく。 

 池川委員 ：金融機関の貸付金の利子補給をするという制度もいいと考えられる。 

 中村参事 ：国の育英資金を借り入れた場合の利子補給という制度も考えられる。 

 池川委員 ：国の制度は本人の借り入れになるのではないか。 

 中村参事 ：そうなる。 

 池川委員 ：それではなくて親が育英資金を借り入れて、親が返済する方法または、

民間から借り入れした場合への支援を考えてはいかがか。 

 教育長  ：一度改めて実際に国公立と私立の４年制大学の費用がいくらかかるか

実態を精査するようにしてほしい。貸付金については、新年度の取組

に対しての状況報告ができるように事務局は研究をしてほしい。当然

それは教育委員会だけでは決められないので財源を確保している町

長部局ともしっかりした協議が必要になってくるので、場合によって

はそういったものを総合教育会議の中で町長と協議ができるし、子育

て支援ということも含めて家庭を支えるだとか、本人の意思をしっか
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り支えるという色々な考え方があるので、題材として協議がしやすい

のではないか。 

 池川委員 ：利子補給は今の低金利であれば、さほどの金額にならないから、それ

ほど町の負担ではないと思う。 

  

 

８ 所管報告 

 学校教育グループ 

 (1)中央地区学校運営協議会第１回会議（６月２７日）について    （資料４） 

 (2)厚南地区学校運営協議会第１回会議（６月２９日）について    （資料５） 

 (3)厚真高等学校教育振興会役員会及び総会（６月２８日）について  （資料６） 

 (4)令和４年度第２回公立高等学校配置計画地域別検討協議会（胆振東学区）（７月１ 

  ４日）について                        （資料７） 

 (5)第１回厚真町教育委員会外部評価委員会（７月２１日）について  （資料８） 

 (6)中村奨学金、近藤奨学金、加賀谷厚三・明美奨学金給付者の決定について 

                                 （資料９） 

 (7)７月の校長会議・教頭会議について               （資料 10） 

 【質疑】 

 池川委員 ：近藤奨学金とは一般財源か。 

 中村参事 ：一般財源である。 

 教育長  ：寄附を一般会計歳入で受け、毎年度、一般会計歳出で給付している。 

池川委員 ：近藤氏というのはどこの近藤氏か。 

 教育長  ：京町の近藤友彦さんの親。現見込み残は、利息の分も加味して積み立

てられているという想定で、見込み額である。 

 中村参事 ：当初３００万円の寄付をいただいてそれで運用している。 

 

【質疑】 

 池川委員 ：いじめ報告があった場合に、対処としては学校の先生が３か月経過観

察して、収束したということか。第３者は入ってないのか。 

 中村参事 ：第３者は入っていない。「バカ」と言われたというのが最初の発端で、

その後の３か月の間に先生と双方の児童が話をし、経過観察をして仲

直りの形で解決した。 

 池川委員 ：新聞報道が全て正しい訳ではないが、教育者と当事者と保護者のいじ

めに対する度合いに差がある。いじめられた保護者と当事者はいじめ

られたと思っていても、いじめに当たらないという見方が強いと感じ

る。経過観察を教育者だけでするというのは、バカと言っただけであ

ればそんなに大きな問題ではないのだろうけど、やはり第３者が入っ

て経過観察した方が良いような気がする。 

 教育長  ：基本的には学校での対応及び子どもの状況は双方の保護者の方と共有

すべきであり、また自分たちの尺度だけで判断するのではなく、しっ

かり保護者と児童生徒と共有することを徹底するよう教育現場に伝達

してほしい。保護者にとってみれば第３者にわざわざこの内容を知ら

れたくないという保護者もいるかもしれない。 

 

 社会教育グループ 

(1)厚真町社会教育委員の会議 ６月２７日（月）開催        （資料 11） 

(2)厚真町青少年健全育成委員会 ７月６日（水）開催        （資料 12） 
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(3)「厚真町の魅力を詰め込んだガイドブックを作ろう」ワークショップ 

(4)ディスカバリー・カルチャー  

(5放課後子ども教室・特別教室 

 【質疑なし】 

 

 

９ 議案 

議案第１号 外国青年英語指導助手任用規則の一部改正について    （資料 13） 

【質疑なし】 

【原案どおり決定】 

 

議案第２号 厚真町家庭学習のための通信機器貸与事業実施要綱に制定について 

【質疑】 

 池川委員 ：これは１台いくらするのか。 

 中村参事 ：モバイルルーターは令和２年度に購入したものなのだが、本日の会に資

料を持参していないためわからない。 

 池川委員 ：その購入額が弁償の上限になるという事か。 

 中村参事 ：完全に壊れてしまった場合は、そういうことになる。 

 教育長  ：物で返すという事。うちで物を買うか代替えでするか。修繕できるもの 

       は修繕するかもしれないけど、その当時と同じものがあるならそれにす

るし、それに同等のものをうちで用意するがかかった費用については 

       請求する形になるのかなとは思う。 

 池川委員 ：例えば借りて壊して高くて自分で買った方が安い場合があったら困るか

ら、そこら辺の金額は事前に提示して万が一の時これだけかかるけれど、

一般の流通で売っているものをもっと安いものがあるのであれば、それ

を勧めることだって可能なのではないか。 

 教育長  ：モバイルルーターだとか、Wi-Fiルーターを設置していないご家庭は経

済的な事情もあるのだが、それはうちが無償で貸し出しをするというこ

とは言っている。もう１つは信念があって設置しないという場合もある

ので、いずれにしてもそういうルーターに関わる費用について具体的な

パターンというのは示さなくてはいけない。また、修繕等、弁償に対す

る費用も伝えなければならない。 

 池川委員 ：これはスマホで出来るのだろうか。 

 中村参事 ：テザリング機能で出来る。 

 池川委員 ：親が持っていて、それを契約しないといけないのかもしれないが、すれ 

       ばルーターを借りなくても良いのでは。 

 中村参事 ：借りなくても良いがスマホの通信料が高くなる。 

 池川委員 ：様々な通信手段について、方法や金額などをお知らせした方が良いと思

う。 

 中村参事 ：そのようなことを考えたいと思う。 

 教育長  ：この要綱は実際既に取り組んでいる自治体の要綱等を参考にした。 

 日西委員 ：急がせる意味合いではないのだが、このままの流れで行くと１人１台端 

       末を持ち帰るということができるようになると言ったら、どのくらいの

スケジュールなのか。 

 中村参事 ：中央小学校は３年生以上の持ち帰りが可能な状況であるが家庭でのイン

ターネット環境については、まだ繋げていない家庭は数件ある。積極的

な持ち帰りを行っていない。上厚真小学校は２年生以上が可能。インタ
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ーネットが繋がっていない家庭がまだ数件ある。５，６年生については

２学期から積極的に持ち帰りを行うということになっている。厚真中学

校は１年生から３年生まで、全員持ち帰りが可能な状態である。ただ積

極的な持ち帰りは行っていない。ただしコロナで自宅療養に入る方につ

いては、希望があれば持ち帰りを行っている。厚南中学校は、全家庭イ

ンターネット整備されていて持ち帰りを積極的に行っている。 

 教育長  ：補足なのだが、積極的な持ち帰りというのはコロナ過ということもあっ

て、長期的に学校が休業になったときの家庭での学びを保障するという

事を前提にやっているのだが、通常の学習でも、生かせるなら生かした

いと考えている。ただ実際に高学年の日常、長期休業中については持ち

帰るというようになってきている。先日の外部評価委員会の中の意見と

して、家庭としては子どもたちの様子を見ていると、課題をやっている

時間はやっているがそれが終わった後は YouTubeなどを見ていること

もあるとのことから、学校や教育委員会が持ち帰りの目的や使途などを

家庭に伝えて欲しいとのことであった。持ち帰ったタブレットの使い方

について、親が子どもに注意を出来るように情報をいただきたいという

意見があった。 

 

【原案どおり決定】  

  

 

１０ その他 

 (1)令和 4年度移動教育委員会の開催について             （資料 14） 

 (2)町内小中学校内及び厚真町学校給食センター内における新型コロナウイルス感染 

  症の感染状況について 

【質疑】 

 池川委員 ：陽性となった方はどこで感染したのか。 

 中村参事 ：どこで感染したかは明確ではない。中学校については、陽性者のいずれ

も発症した日を起点に前２日以降は登校していないので学級閉鎖など

の対応は行っていない。一方、中央小学校については、７月２２日に陽

性者が１人確認され、その児童の登校履歴から２２日に登校していたた

め該当学級の児童に対して町独自の抗原検査を行った。その結果１人陽

性者が判明した。２２日から２７日までで１２名確認されている。 

 教育長  ：家族内感染も結構考えられるのか。 

 中村参事 ：家族の感染状況の情報も一部得ており、その情報から家庭内感染も考え

られる。 

 長門委員 ：症状はどの程度なのか。 

 中村参事 ：症状は皆さんまちまちなのだが、発熱が多い。発熱の範囲も３７．５℃ 

       から４０℃である。 

 長門委員 ：発熱して、のどが痛くなって少し風邪に似た症状かなという感じか。 

 中村参事 ：そのとおりである。大体の方が発熱をきっかけに病院へ行く。 

 池川委員 ：入院はいないのか。 

 中村参事 ：入院は今のところ聞いていない。 

 教育長  ：最初は病院へ行ったら抗原キットで病院の中では陰性なのだが、次の日 

       やはり熱が下がらないし、上がってしまってＰＣＲ検査受けたら陽性だ 

       というパターンもある。 

 中村参事 ：もう１つ、給食センターなのだが、こちらも１３日から昨日までの間で 
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       調理場の方で３名、運転手の方で１名の陽性が確認されている。なお、

学校は夏休み中ということもあり、人員は減っているが給食センターの

運営に支障は生じていない。 

 教育長  ：抗原検査は行ったのか。 

 中村参事 ：給食センターは最初の１人出た時に念のため町民福祉課が保管している 

       抗原キットで全職員を検査して陰性だったら勤務するという考えだっ

たが、センター内では感染症対策を徹底し、感染リスク下げていること

から抗原検査は必要ないと判断しその後は実施していない。 

 教育長  ：１回だけ行ったのか。 

 中村参事 ：１回だけである。 

 長門委員 ：ウイルスが変異していくにしたがって感染率が高まるとメディアでも報

じられている。一方、症状はどんどん軽くなっている実態とも報じられ

ているため、怖い病気ではなくなっているのではないか。ただ検査すれ

ば確実に出るのは出るので、それをどう受け止めるかというところで、

あまり子どもたちに危機感を煽るような情報発信というのとかはしな

い方がいいのではないか。 

 教育長  ：関連して、今学校は休みに入ったので学校現場としての感染リスクは減

っているのだが、ただ放課後児童クラブや放課後子ども教室とそれから

社会教育グループ関係のイベント等、そしてイングリッシュキャンプは

活動内容についてリスクを下げることができない場合は、今はあえて行

わないように指示をしたところである。イングリッシュキャンプは１０

日、１１日に予定されている。これについては、内容がコミュニケーシ

ョンや飲食等であるため非常に対応が難しいが、でもそうした中でコミ

ュニケーションをどのようにとっていくかというのも一つの体験だと

も思っている。ただ感染状況を見ると、中止や延長も判断していかなけ

ればならない。今のところ児童クラブについては継続中だが、必要に応

じて内容等をしっかり見直しをかけていく。町民体育祭については８月

の２１日に予定しているが、１０日を目途に一旦その時の感染状況を確

認したうえで方向性を見極めたいと考えている。まだまだ町内での感染

が増えているということであれば、中止という判断もしなければならな

いと考えている。もちろん雨が降ったときには当日中止ということもあ

る。 

 中村参事 ：昨日７月２８日に第６回厚真町議会臨時会において、スクールバスの増

便に係る予算が可決された。１学期同様に本郷・フォーラム線について

１台増便して、本郷線とフォーラム線に分け、２学期８７日分、

2,871,000円の補正予算が可決されたので、２学期初めから増便してコ

ロナ対応を行いたいと思っている。 

 教育長  ：これは、当初予算で見ていた１学期の増便を延長するというものか。 

 中村参事 ：そのとおりである。 

  

 

１１ 次回委員会の開催日程 

   ・８月２６日（金）午後２時３０分（予定） 

 

１２ 閉会 

 


